
産学官連携会議（ICT・標準化作業部会）

日時：平成31年 2月 5日 14:00～16:00

場所：第五博多偕成ビル １０F会議室
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１．座長挨拶

２．最新の取組状況の共有

・i-Constructionに関する話題提供 資料－１

ICT施工の実施状況

i-Construction大賞

H31年度ICT施工基準改訂予定

３．ICT土工の地方公共団体等への展開・支援

・H30年度現場支援型モデル事業の報告 資料－２

４．i-Construction教育の充実
・H30年度講習会の報告 資料－３

５．事例紹介

・鎌田建設(株)

６．討議

・ＩＣＴ施工の課題について

７．閉会
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産学官連携会議 今後の進め方

第１回会議
検討テーマ決定

・最新の取組状況の共有
・地方公共団体への展開・支援
・教育の充実

第２～４回会議
１．九地整からの情報提供及び取組状況報告
２．各機関からの提出課題と解決の整理

第５回会議(今回)
１．各機関からの情報提供及び取組状況報告
２．九地整アンケート調査結果報告
３．i-Con普及戦略の策定

・i-Con普及の推進
・将来の維持管理を見据えた施策

ステップ１

ステップ２

ステップ３



少子高齢化・人口減少社会を迎え、社会全般はもとより、「地域の守り手」である建設業
界においても働き手の減少を上回る生産性の向上が求められている。ゆえに、建設現場の
生産性向上を図る取組を実施する。

意義意義

目的目的

労働者の減少を上回る生産性の上昇が必要

魅力ある現場 ← 生産性 ＋ 労働者等

i-Construction 意義・目的

現場作業（新規、維持管理）に３Dデータを活用して、生産性向上が図れる項目を総合的
に判断（工事費高でも安全性向上など）により、新３Kの魅力ある建設現場を実現する。

新３K
・給与が良い
・休暇がとれる
・希望がもてる

総
合
的
に
判
断

生産性向上項目

工事費

安全性

工期

作業環境

品質

魅
力
あ
る
建
設
現
場

施工フロー

測量
ドローンなどを活
用し、効率化、高
密度化した３次元
測量

設計
３次元モデルによる可
視化と手戻り防止、４Ｄ
（時間）、５Ｄ（コスト）に
よる施工計画の効率化

維持管理
ロボットなどによる
管理状況のデジタ
ルデータ化

施工
ＩＣＴ施工の工種拡大、
新技術導入による省力
化、効率化



最新の取組状況の共有

資料ー１



九州地整における ICT活用工事の実施状況（平成30年10月20日現在）

1※予定込み



九州地整における ICT活用工事の実施状況（平成30年10月20日現在）
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九州地整における ICT活用工事の実施状況（平成30年10月20日現在）
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i-Construction大賞



◇ICT活用による能率向上効果（工期短縮）を数値化管理

◆課題への迅速な対応を実施するための推進体制を確立

◇今後のICTの継続的な発展（若手・技能者育成）に向けた取り組み

◆他社の講習会講師を複数回行い、業界へのICT波及を実践

5

発注者：佐賀国道事務所

（土砂掘削：3,800m3）
（法面整形：1,290m2）

※【測量計算】従来施工：横断図作成･丁張計算、ICT施工：3D設計データ作成･起工測量結果の反映。

※【施工】従来施工：機械稼働日・丁張作業、ICT施工：機械稼働日・機器設定作業。

※【出来形検査】【電子納品】については、従来施工とICT施工もほぼ同等であった。

2
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ICT施工
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ＩＣＴ土工の活用効果

起工測量 測量計算 施工 出来形管理

102人日

66人日(36人日削減)

●工期：ICT施工により、週休２日の達成、かつ工期の７日前に竣工できた。

●工程：日々の掘削量をクラウド管理することで、計画的な工程管理ができた。

●施工：若手担当者を配置し、重機運転手も複数とすることで、継続的な技術力向上を図った。

●品質：ICT建機の活用で、運転技術力の向上、仕上げが高精度かつ出来映えも良好だった。

●安全：急傾斜法面で厳しい現場条件であったが、事前シミュレーションを行い安全に施工できた。

施工者の声

講習会講師講習会講師

日々の掘削量をクラウド管理日々の掘削量をクラウド管理MCバックホウ切土整形MCバックホウ切土整形 ICT活用による能率向上効果ICT活用による能率向上効果

岡本建設（株） 踊瀬地区道路改良工事



増崎建設（株） 一般県道諫早外環状線道路改良工事(盛土工10)

【工事・業務概要】
・⼯事延⻑L=200m
・路体盛⼟(ICT) 22,100m3
・法⾯整形(盛⼟)(ICT) 1,600m2
・9号補強⼟壁 621m2
・カルバート⼯ 2号⾞道函渠 15ｍ

推 薦 者 ⻑崎県

発 注 者 ⻑崎県 県央振興局 建設部

⼯ 期 平成29年3⽉29⽇〜平成30年3⽉25⽇

施 ⼯ 場 所 ⻑崎県諫早市⼩船越町

請負代⾦額 210,837千円

○⾃治体、建設業者及び設計コンサルなどの関係者約100名を招いた「ICT⼟⼯⾒学会」を実施し、
地域のICT活⽤普及に貢献

○県内の⼯業⾼校の教諭と⽣徒4名を実習⽣として5⽇間、現場で受⼊れ、その中でICT活⽤の⽬的と、
現場での活⽤状況とその効果について研修を⾏い、次代の建設業の担い⼿育成にも寄与

＜県内⾃治体、建設業者等の関係者によるICT⼟⼯⾒学会（約100名参加）＞

＜県内の⼯業⾼校の教諭と⽣徒４名を受け⼊れての研修＞



(株) 政工務店 平成29年度における(株)政工務店の取組

取 組 主 体 (株) 政⼯務店 iCT事業部

本社所在地 佐賀県

推 薦 者 (株)政⼯務店 iCT事業部
（同上）

【取組概要】
平成29年度の活動概念として『技術者が増
えやすく減りにくい環境整備』をテーマとし、①
技術継承と継続 ②現場のカイゼン ③Ｉ
ＣＴ建機の積極利⽤ ④技術の複合 を⽬
的とした取組を実施

○毎年ICT重機を増設（現在18台保有）することで、活⽤できる現場を増やし、ICT重機を使⽤
できるオペレーターを随時教育していくことで、年々使⽤実績を蓄積

○平成28年度からは3次元測量業務を取⼊れ、i-Constructionを⾃社解決できるまでの技術を⾝に
つけ、技術の蓄積と継承を推進

○平成29年度は、3D測量・ICT施⼯を20件実施し、⽣産性を3割向上
○各発注者や関連企業への技術説明（講習会等）を随時実施し、各企業への情報化施⼯の有⽤性

の波及を促進



（株）コイシ ＵＡＶによる除草工事の出来形管理について

取 組 主 体 (株)コイシ

本 社 所 在 地 ⼤分県

推 薦 者 (株)上瀧組

【取組概要】
ＵＡＶによる三次元測量から除草⾯
積を算出して、除草⼯事の出来形管
理を実施

○除草⾯積計測のために三次元モデルを作成し、従来⼿法の出来形展開図と⽐較して精度99.5％
を実現

○河川維持管理⼯事毎、ICT活⽤として河川堤防を３D化しデータの蓄積を⾏い、⼯程管理や河川
巡視時の異常箇所を”⾒える形”に利⽤

○九州地⽅整備局遠賀川河川事務所で技術事例発表・意⾒交換会を実施
○⼥性の技術スタッフを積極的に雇⽤し、⼥性が気軽に働ける職場作りを実施

＜三次元モデルによる除草⾯積の算出＞



今後のＩＣＴ活用拡大について

ＩＣＴの全面的な活用を推進する取組み

１．ＩＣＴ施工の工種拡大

○新たに取り組む工種

ＩＣＴ地盤改良工、ＩＣＴ舗装工（修繕工）

２．ＩＣＴを活用した施工管理、出来高、出来形管理の

効率化

○活用を拡大する項目

施工履歴データをICT地盤改良工、ICT舗装工（修繕工）で活用

点群データを付帯構造物や法面工に活用

○新たに取組む項目

通信を介した遠隔地での施工管理による効率化

9



ＩＣＴの全面的活用を実現する工種拡大イメージ（道路工事）

対応済み工種

検討中の工種

○ 工事現場で施工されるすべての工種にＩＣＴ
を活用し、生産性向上を図る取組を推進 施工管理基準策定に取組む

法面工

ICT舗装工

ICT土工

ＩＣＴ土工
（軟岩掘削）

地盤改良工

付帯構造物設置
側溝・縁石・擁壁等
コンクリート2次製品

施工管理基準策定済み

施工管理基準策定済み

策定済み基準

取組予定基準類

施工管理基準策定に取組む

舗装工（修繕工）

施工管理基準策定に取組む施工管理基準策定に取組む

施工管理基準策定に取組む

10



ICT浚渫工（河川）

ICT土工

対応済み工種

検討中の工種

ICT舗装工

○ 工事現場で施工されるすべての工種にＩＣＴ
を活用し、生産性向上を図る取組を推進

H30策定
施工履歴データを用いた出来形管理

護岸工、護岸ブロック等
コンクリート2次製品

H30策定
音響測深機器を用いた 出来形管理

施工管理基準策定済み

策定済み基準

取組予定基準類

施工管理基準策定に取組む

ＩＣＴの全面的活用を実現する工種拡大イメージ（河川工事）

11



12

施工履歴データを地盤改良工、舗装工（修繕工）に活用

発注者

OK

【H30年度実施】
○施工履歴データを用いた出来高、出来形管理要領案作成
○ICT地盤改良工、ICT舗装（修繕工）の現場試行

【H31年度実施】
○ICT地盤改良工、ICT舗装（修繕工）の工種拡大

□取組目標

○地盤改良工では、地盤改良機械の位置や施
工状況を活用し、改良箇所、改良範囲に関わ
る施工履歴データの活用

○ 舗装工（修繕工）では、路面切削機の切削箇
所、切削範囲に関する施工履歴データの活用

○ＩＣＴ土工，ＩＣＴ浚渫工（河川）に続き、地盤改良工や舗装工（修繕工）に、施工履歴データを活用する
ことにより施工管理、出来高、出来形管理の効率化を図る。

地盤改良機械の施工履歴データ取得

路面切削機等の施工履歴データ取得



13

側溝・縁石・
護岸ブロック等

点群データを付帯構造物や法面工に活用

○ＩＣＴ土工、ＩＣＴ舗装工に続き、土工に付帯して設置されるコンクリート構造物や法面工においても点群
データの活用を拡大することにより施工管理、出来高、出来形管理の効率化を図る。

○点群を用いる施工管理、出来高、
出来形管理を拡大

・コンクリート二次製品 側溝、縁石、
護岸ブロック等
・現場打ちコンクリート構造物
・法面工

□取組目標

発注者

OK

【H30年度実施】
○点群データと二次製品形状データを用いた出来高、出来形管理要領案作成
○コンクリート二次製品、法面工等へ点群データを用いた施工管理の現場試行

【H31年度実施】
○コンクリート二次製品、法面工等へ点群データを用いた施工管理の拡大

【H31年度以降実施】
○現場打ちコンクリート構造物への活用拡大

自動作成



14

通信を介した遠隔地での施工管理による効率化

○通信を介した遠隔地からの施工管理により、発注者の移動に伴う臨場到着待ち時間を無くす。
中継映像に加え施工履歴データ、点群データを用いた段階確認や施工状況把握を実現する。

点群データや、施工時履歴データを
用いた施工管理を遠隔地から可能と
する。

□取組目標

【H30年度実施】
○遠隔立会に向けたＩＣＴ活用案作成と試行

【H31年度実施】
○遠隔立会に向けたＩＣＴ活用

【H31年度以降実施】
○自動判定に関し活用を検証



ICT土工の地方公共団体への
展開・支援

資料ー２



①モデル事業の概要

現場⽀援型モデル事業の実施

１

○ 建設業全体の生産性向上のためにはICT土工の裾野を中小建設業者に拡大することが必要

○ そうした業者は自治体の小規模工事の担い手であることから、初期投資がかかるICT土工のメリット

を経営層が実感する機会の創出をすることが、なによりも重要

 自治体のICT活用工事をフィールドにICT活用好事例を創出
 本省行政部費で調査業務として発注し、モデル工事のフィールドに派遣するICT施工専門

家の旅費・謝金を支出
 各地整1件ずつモデル工事とそれを支援する協議体を立ち上げ（既存の体制でも可）

局のi-Con推進本部としての活動



②モデル事業の役割分担と支援内容

プレーヤー

自
治
体

○モデル工事候補の公告
〈公告内容・仕様〉
・支援協議体への協力を求める

《モデル工事の公告・選定》 《モデル工事での支援》 《成果とりまとめ》

○モデル工事への助言

※特に地域からの要
望が無い限り、ICT施
工専門家としては、
（一社）日本建設機械
施工協会の i-
Construction施工に

よる生産性向上推進
本部普及WGを通じ
て、当該WG参画企
業を推薦する。

支
援
協
議
体

支
援
業
務

（
本
省
発
注

）

受
注

者

○ICT活用工事としての費用を負担
・ICT積算基準を適用

○ICTを生かした監督検査の許容
・国の基準等を受入れ、二重管理しない。

○自治体職員への理解促進
・現場講習会への職員派遣

契約後

○モデル工事の支援
<ICT専門家の派遣>
・ICTを活用した施工計画（調達
計画・工程計画等）の立案支援

・３次元設計ﾃﾞｰﾀ作成支援
・ICT利用に関する現地指導

<現物貸与>
・出来形管理等のｿﾌﾄｳｪｱ貸与

○現場講習会
の運営支援

・講師派遣
・見学に必要な
実機、その他
イベント資機
材の手配

・その他運営

○好事例と
りまとめ
・効果計測
（現地調査）

・コストメ
リット定量化

・ノウハウ整
理

１ヶ月間限定支援

○モデル工事
の施工

○現場の
公開

○知見の
公開

発注者：当該自治体
施工：建設業協会
測量設計：測量設計協会他
ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ：ﾚﾝﾀﾙ業協会他
ICT専門家：JCMA他
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ：整備局推進体制

□モデル事業は以下の役割分担の下で進めたく、本省で支援業務を準備している。
□整備局には、自治体への声かけと以下の支援協議体の旗振りをお願いしたい。

※先行事例では、モデル事
業実施自治体が事務局と
なり支援協議体を発足、
運営

○施工内容の
調整 ２

【モデル工事実施箇所】
H29：大分県
平成29年度防安地改別第３－３号 道路改良工事

H30：宮崎県
平成29年度防安広域第70-7号
三財川 河川改修工事その７ 他7件



宮崎県現場支援型モデル事業
ＩＣＴモデル工事の概要説明

※本現場は、国が発注する現場支援型モデル事業 ３



【工事概要】
• 施工者 株式会社宮本組
（担当者は初めてのＩＣＴ活用工事）

• 施工延長 L＝175m
• 河道掘削 V=18,483m3
• 張芝工 A=1,683m2
• 護岸工 A=397m2

【施工条件】

• 複数工区が隣接した２級河川の河
道掘削の一部の工事で、一部護岸
工を含む工事である。

• 施工範囲内に現道の橋梁があり、
橋梁下部での衛星補足が懸念さ
れる。また、近隣に航空自衛隊が
あり、航空法の制限エリアには抵
触しないが、無人航空機の飛行の
際には事前の連絡が必要。

宮崎県におけるＩＣＴ活用工事の取り組み

平成29年度防安広域第70‐7号三財川河川改修工事その７

平面図

横断図（橋梁箇所）

現場状況写真
(着工前)

橋梁

護岸工

橋梁

護岸工

※橋梁下部の掘削についてはＩＣＴ建機の衛星捕捉ができな
い懸念があることからＩＣＴ活用工事の適用範囲対象外とした。４



宮崎県におけるＩＣＴ活用工事の取り組み

ICT活用工事の５つのプロセスと導入されたＩＣＴ

本現場選定技術

選
定
技
術

選
定
理
由

内製化
ドローン、ソフトウェア購入済
み

【使用機器・ソフト】
ドローン：PHANTOM4 PRO
ソフトウェア：Photo Scan

TRENDPOINT

内製化
ソフトウェア購入済み

【使用ソフト】
設計：武蔵
点群処理：TRENDPOINT
※福井コンピュータ

レンタル
・オペレータが熟練のため、
MCは不要と判断

・県内でMCを取り扱うレン
タル会社が少なく、価格
も高額なため

内製化
ドローン、ソフトウェア購入済
み

【使用機器・ソフト】
ドローン：PHANTOM4 PRO
ソフトウェア：Photo Scan

TRENDPOINT

他工区と検査機器を共有
できるか検討中

UAV 3次元MGバックホウ UAV

施工者は、初めてのＩＣＴ活用工事であるが、今後を見据え内製化できるものは自社で実施する方針

５



ＩＣＴ活用の工夫

• 比較的工程の多い護岸工の掘削や荒掘削は、
従来建機で施工し、掘削の仕上がり面に近い
掘削や法面整形の工程からＩＣＴ建機を導入

• 仕上げや整形作業は、ＩＣＴ建機と従来の建機
を組み合わせることによって、掘削作業を効率
的に最適なコストで実施。複数台のＩＣＴ建機を
導入することなく、丁張を削減した施工が可能。

宮崎県におけるＩＣＴ活用工事の取り組み

7

当初計画

カイゼン計画

ICT使⽤ 不使⽤ 使⽤ 不使⽤ 使⽤

ICT使⽤ 使⽤不使⽤ 使⽤

ICTレンタル開始

ICTレンタル開始

①従来のバックホウで施工

※従来バックホウにて橋梁下護岸工の掘削や荒掘削を実施
⇒荒掘削では、丁張を50m間隔で簡易的に設置し、設計か
ら0.5mくらいの位置まで掘削する。

②ＩＣＴ建機を導入し、掘削仕上げ・整形作業

※ＩＣＴバックホウを導入し、掘削の仕上げや整形作業を実施

⇒ＩＣＴバックホウでスリット状に施工し、間を従来バックホウ
で整形することで、丁張レスで施工可能

従来の建機
＝護岸工周辺の掘削や荒掘削

ICT建機
＝仕上げ、整形

ＩＣＴの使用期間が最短化するよう施工工程を考慮したＩＣＴ建機の調達を実施

６



• 現在、護岸工および荒掘削の工程のため、ＩＣＴ建機の導入は２月上旬以降の予定

• 本現場のＩＣＴ活用に関する期待される効果としては、ドローンを用いた３次元計測
による測量作業の省人化や、ＩＣＴ建機の導入による丁張の省力化、検測作業の省
略による掘削作業の省人化があげられる。

期待される効果

３次元設計データ講習会
（隣接工区の施工者、宮崎県職員を対象）

宮崎県におけるＩＣＴ活用工事の取り組み

ＩＣＴ専門家による主な支援内容と今後の予定

３次元起工測量の準備状況確認ＩＣＴ活用プランの提案

※２月中旬に現場見学会（座学と各種ＩＣＴ機器のデモンストレーション）を実施予定
７



i-Construction教育の充実

資料ー３



日本建設機械施工協会の主催（共催：九州地方整備局）において、今年度
２回の「i-construction（ICT活用工事）技術講習会」を座学にて実施。
約１０００名が聴講。実機講習を３回（9/11､9/14､9/19）実施。

会場名 開 催 日

長崎 ７月２３日（月）

佐賀 ７月２４日（火）

福岡 ７月２５日（水）

宮崎 ７月３０日（月）

鹿児島 ７月３１日（火）

熊本 ８月 ２日（木）

大分 ８月１０日（金）

第１期講習会開催日

会場名 開 催 日

宮崎 １０月１１日（木）

鹿児島 １０月１２日（金）

長崎 １０月２３日（火）

佐賀 １０月２４日（水）

福岡 １０月２５日（木）

熊本 １１月 １日（木）

大分 １１月 ５日（月）

第２期講習会開催日

聴講者：６３９名
産：４７１名
官：１６８名

聴講者：３８１名
産：３０４名
官： ７７名

座学の実施風景

実機講習（32名参加）

(一社)日本建設機械施工協会と共同で実機体験講習会を開催

1



アンケート結果

2

308

3813

120

15
115

18
業種分類

施工会社（土木系）
施工会社（舗装系）
施工会社（橋梁系）
測量・コンサル業
リース・レンタル業
官公庁
その他

288

273313

281

1
参考になった項目

国土交通省のi-Constructionへの取組み

ICT実施工事（地元施工業者の取組事例）

平成30年度 ICT活用工事の要点

ICT活用工事のデータ処理

その他

138

323

147

44
ICTの経験 ICT情報化施工技術を

使った設計、又は施工等

をした事がある。

本日以外のセミナー、講習

会等を受講した事がある。

書籍等で読んだ事があ

る。

全く知らない。聞いた事が

ない。

26

118

319

30
109

ICT理解状況

ICT施工について良く理解できている。（ICT施工へ

の不安はなく対応できる）

ICT施工について概ね理解できている。（ICT施工に

なんとか対応できる）

ICT施工の概要はわかっている。（ICT施工のため

には現場経験や講習会の受講等が必要）

体験したが、ICT施工とは何か理解できていない。

（ICT施工に対応できない）

体験したことがない



アンケート結果

アンケート結果からは、作業時間短
縮、資料削減など期待があるが、ICT
施工を実施されていない方が多く、
講習会の継続的な開催ならびに現場
見学会（実機体験）の要望がうかが
えるため、来年度以降も引き続き講
習会などを実施する。

また、小規模歩掛の改正、助成制度
などの情報提供を行う。

3

426

148
194

333

176

118 17
i-Conへの期待

現場作業時間の短縮化

施工時期の平準化

安定した休暇の取得

施工管理資料、検査資料等の削減

土木施工技術の向上（競争力向上）

給与等の処遇改善

その他

325

53
98

40
19
35 55

25

ICT施工の問題点

ＩＣＴ施工の経験がない

現場がIＣＴ施工に不向き

ＩＣＴ建機や測機

下請け発注

機器の操作

検査

発注者の未熟

その他

243

135
224

135

116

19
ICT活用の必要事項

発注金額（歩掛改正（特に小規模）、単

価改正、経費改正）

ＩＣＴ工事の継続発注

ＩＣＴ建機の普及（価格低下、規格統一）

講習会、見学会等の実施

助成制度の充実

その他



平成３０年度_i-Construction関係の出前講座等の実施状況（８４回）

各種業団体等への最新情報の提供

4

番号 開催時期 講習名 会場 目的 番号 開催時期 講習名 会場 目的

1 H30.4.16 品質確保担当者会議 第5博多偕成ビル　10F 入札契約方式の説明 43 H30.9.11 JCMA実機講習会 コマツIOT九州センタ（福岡県嘉麻市） 実機体験による技術取得

2 H30.4.17 道路管理・交通対策課長会議 合庁２F　第５・６会議室 周知 44 H30.9.13 各県建設業協会との意見交換会（福岡） 八仙閣　５F　雪柳 建設業界との意見交換会

3 H30.4.18 H30第1回事務所長会議 合庁２F　第４・５・６会議室 周知 45 H30.9.14 JCMA実機講習会 コマツIOT九州センタ（熊本県大津町） 実機体験による技術取得

4 H30.4.19 H30第1回河川系課長等会議 第5博多偕成ビル　10F 周知 46 H30.9.19 JCMA実機講習会 トプコントレーニングセンタ（北九州市） 実機体験による技術取得

5 H30.4.20 H30第1回施工企画課長等会議 合庁２F　第５・６会議室 周知 47 H30.9.20 久留米市職員i-Con研修 コマツIOT九州センタ（熊本県大津町） 自治体職員への周知

6 H30.4.23 道路管理関係維持出張所長会議 九州ビル　８F 周知 48 H30.9.25
全国測量設計業協会連合会九州協議会との
意見交換会

第五博多偕成ビル　１０F　第1会議室 建設業界との意見交換会

7 H30.4.25
佐賀県建設業協会
H30新入社員研修会

グランデはがくれ 建設業の育成 49 10/9･10 九州建設技術フォーラム 福岡国際会議場 iconの普及促進及び相談窓口

8 H30.4.26 H30第1回技術副所長会議 九州ビル　９F 周知 50 H30.10.11 JCMA講習会（宮崎） 宮崎市民文化センター i-Construction（ICT土工）の技術取得

9 H30.5.11
H30第1回現場技術業務等実務者研修（南
部）

かごしま県民交流センター
①建設行政の最近の動き
②i-Constructionの進捗について

51 H30.10.12 JCMA講習会（鹿児島） かごしま県民交流センター i-Construction（ICT土工）の技術取得

10 H30.5.14
春期九州ブロック土木・建築部技術次長技監
会議

第3博多偕成ビル 周知 52 H30.10.12
日本建設機械レンタル協会九州支部　勉強
会

ハイアットリージュンシー福岡 レンタル協会職員の育成

11 H30.5.17 日本建設業連合会との意見交換会 西鉄グランドホテル 建設業界との意見交換会 53H30.10.16～19無人化施工訓練 九州技術事務所 無人化施工訓練、ICT建機体験

12 H30.5.21～24 工事監督検査研修 九州技術事務所　研修所 直轄職員の技術力向上 54 H30.10.20 九州防災技術フェア（１日九技） 九州技術事務所 技術事務所事業紹介

13 H30.5.25
H30第1回現場技術業務等実務者研修（北
部）

サンメッセ鳥栖
①建設行政の最近の動き
②i-Constructionの進捗について

55 H30.10.23 JCMA講習会（長崎） 長崎県建設総合会館 i-Construction（ICT土工）の技術取得

14 H30.5.28 機械担当者会議 周知 56 H30.10.24 JCMA講習会（佐賀） サンメッセ鳥栖 i-Construction（ICT土工）の技術取得

15 H30.6.7 新技術・i-Con担当者会議 周知 57 H30.10.25 JCMA講習会（福岡） リファレンス駅東ビル i-Construction（ICT土工）の技術取得

16 H30.6.8 i-Construction関連講演会 久留米リサーチパーク　２F　研修室A 建設業の育成 58 H30.10.26 新技術・新工法説明会（宮崎） 宮崎市民文化ホール iconの普及促進及び相談窓口

17 H30.6.11 H30土木技士会佐賀支部講習会 建設業協会佐賀　会議室２F 建設業の育成 59 H30.10.26 H30第2回現場技術業務等実務者研修 八代ハーモニーホール iconの教育・普及促進

18 H30.6.14 i-Construction（ICT土工）（建設業従事者）
福岡県建設技術センター
3階研修室

建設業の育成 60 H30.10.26 北九州市i-Constructionシンポジウム 国際会議場　メインホール iconの普及促進

19 H30.6.18 各県建設業協会との意見交換会（鹿児島） 鹿児島県建設センター　３F 建設業界との意見交換会 61 H30.10.30 基礎技術講習会 九州技術事務所 直轄職員の技術力向上

20 H30.6.27
H30担い手確保・育成に係る生産性向上IT導
入支援事業研修会

熊本県建設会館　５F会議室 建設業の育成 62 H30.10.31 新技術・新工法説明会（佐賀） 佐賀市文化会館 iconの普及促進及び相談窓口

21 H30.6.29 工事積算基準改定概要等説明会 鹿児島県建設センター 周知 63 H30.11.1 JCMA講習会（熊本） 火の国ハイツ i-Construction（ICT土工）の技術取得

22 H30.7.3 工事積算基準改定概要等説明会 福岡国際会議場 周知 64 H30.11.2 ながさき建設技術フェア2018 長崎県立総合体育館メインアリーナ 建設業の育成

23 H30.7.5 各県建設業協会との意見交換会（長崎） サンプリエール 建設業界との意見交換会 65 H30.11.5 JCMA講習会（大分）
別府国際コンベンションセンター　ビーコ
ンプラザ

i-Construction（ICT土工）の技術取得

24 H30.7.10 佐伯現場見学会 中九州横断道路 iconの教育・普及促進 66 H30.11.8
NPO法人全国G空間情報技術研究所セミ
ナー

八重洲博多ビル　１１F　ホールB 九州地整の取組状況周知

25 H30.7.12 各県建設業協会との意見交換会（宮崎）
ホテルスカイタワー宮崎駅前　３Ｆ「ター
コイズ」

建設業界との意見交換会 67 H30.11.9 新技術・新工法説明会（福岡） 福岡県自治会館 iconの普及促進及び相談窓口

26 H30.7.23 各県建設業協会との意見交換会（佐賀） ホテルニューオータニ佐賀 建設業界との意見交換会 68H30.11.13～15無人化施工訓練 桜島・黒神川 無人化施工訓練、ICT建機体験

27 H30.7.23 JCMA講習会（長崎） 長崎県建設工業協同組合 i-Construction（ICT土工）の技術取得 69 H30.11.16 新技術・新工法説明会（大分）
別府国際コンベンションセンター　ビーコ
ンプラザ　中会議室

iconの普及促進及び相談窓口

28 H30.7.24
地理空間情報活用推進に関する熊本地区産
学官連携協議会における講演

コマツIoTセンタ（大津町） 九州地整の取組状況周知 70 H30.11.20
福岡建設技術協議会平成30年度第2回技術
研修会

TKPガーデンシティ博多アネックス i-Construction（ICT土工）の技術取得

29 H30.7.24 JCMA講習会（佐賀） サンメッセ鳥栖 i-Construction（ICT土工）の技術取得 71 H30.11.21 新技術・新工法説明会（鹿児島） 鹿児島県市町村自治会館 iconの普及促進及び相談窓口

30 H30.7.25 JCMA講習会（福岡）
北九州学術研究都市　学術情報セン
ター

i-Construction（ICT土工）の技術取得 72
2017/11/28
～11/30

i-Construction計画研修 九州技術事務所 直轄職員の技術力向上

31 H30.7.26 九州地区工業教育研究協議会 宮崎市民プラザ 教育関係者への周知 73 H30.11.30 新技術・新工法説明会（長崎） ブリックホール iconの普及促進及び相談窓口

32 H30.7.30 JCMA講習会（宮崎） ＪＡビル・ＡＺＭホール i-Construction（ICT土工）の技術取得 74 H30.12.6 新技術・新工法説明会（熊本） くまもと県民交流館パレア iconの普及促進及び相談窓口

33 H30.7.31 JCMA講習会（鹿児島） ＴＫＰガーデンシティ鹿児島中央 i-Construction（ICT土工）の技術取得 75 H30.12.14 i-Constructionについての高校生講座 浮羽工業高校 i-Constructionの教育

34 H30.8.2 JCMA講習会（熊本） 熊本県民交流会パレア i-Construction（ICT土工）の技術取得 76 H30.12.18 大隅現場見学会 発注工事現場（鹿児島県志布志市） iconの教育・普及促進

35 H30.8.3 i-Construction研修 熊本県建設技術センター 研修 77 H30.12.20 熊本現場見学会 発注工事現場（熊本県御船町） iconの教育・普及促進

36 H30.8.6 産学官連携会議 合庁２F　２，３，４会議室 普及促進 78 H31.1.10 川内現場見学会 発注工事現場（鹿児島県伊佐市） iconの教育・普及促進

37 H30.8.8 i-Construction研修 宮崎県建設技術センター 研修 79 H31.2.15 i-Construction技術講習会 九州技術事務所 ICT舗装工（測量・出来形管理）の習得

38 H30.8.10 JCMA講習会（大分）
別府国際コンベンションセンター　ビーコ
ンプラザ　中会議室

i-Construction（ICT土工）の技術取得 80 H31.2.18 i-Constructionについての高校生講座 コマツIOT九州センタ（福岡県嘉麻市） i-Constructionの教育

39 H30.8.20～22 北国現場見学会 発注工事現場（福岡県香春町） iconの教育・普及促進 81 宮崎現場見学会（その１） 発注工事現場（宮崎県宮崎市） iconの教育・普及促進

40 H30.8.28 福岡県土木組合連合会との意見交換会 八仙閣　５F　蘇芳 建設業界との意見交換会 82 宮崎現場見学会（その２） 発注工事現場（宮崎県宮崎市） iconの教育・普及促進

41 H30.9.6 各県建設業協会との意見交換会（熊本）
熊本ホテルキャッスル　２Ｆキャッスル
ホール

建設業界との意見交換会 83 筑後現場見学会 発注工事現場（福岡県朝倉市） iconの教育・普及促進

42 H30.9.10 各県建設業協会との意見交換会（大分） レンブラントホテル大分　２F　二豊の間 建設業界との意見交換会 84 i-Constructionについての高校生講座 祐誠高校 i-Constructionの教育



九州各県で計８回実施、延べ約200人が参加（予定込み）

日時：平成30年12月18日 9:30～11:20
場所：大隅河川国道事務所 工事現場
内容：ICT活用工事の概要説明・実機体験

鹿屋工業高校１年(40名)参加

日時：平成30年12月20日
場所：川内川河川事務所 工事現場
内容：ICT建機体験・ドローン測量説明

5

日時：平成３０年７月1０日 14:00～15:30
場所：佐伯河川国道事務所 工事現場
講習内容：・マシンコントロール付きBH・BD等の

機器説明及び実演

日時：平成３０年８月2０～22日 10:00～11:00
場所：北九州国道事務所 工事現場
講習内容：マシンガイダンス付きバックホウと

レーザースキャナー等の機器説明及び実演

使ってみるといいですね。作

業効率がUPします。

※オペレータ談)

工期短縮に効果を発揮し

ました

※施工者談

現場見学会

法⾯整形 ‒ ﾊﾞｯｸﾎｳの法⾯仕上げを体験

i-Constructionの概要を真剣な眼差しで

建設現場って「スマート」

なんだ ※高校生談 ICT対応建機試乗体験

「見える化」を体験してイ

メージが変わった

※参加者談



出前講座

九州各県で計64回、延べ約10,000人に実施（予定込み）

日時：平成30年10月26日～12月6日
場所：九州各県７会場（新技術・新工法説明会）
内容：i-Construction概要説明・相談窓口対応

日時：平成30年12月14日
場所：浮羽工業高校（福岡県）
内容：i-Construction概要および機器説明

6

日時：平成３０年10月9～1０日
場所：福岡国際会議場（九州建設技術フォーラム）
内容：i-Construction相談窓口対応

日時：平成３０年11月1～2日
場所：長崎県立総合体育館（ながさき建設技術フェア）
内容：i-Construction講演

i-Construction概要説明 測量機器説明



平成30年度無人化施工訓練 及びICT建機の展示・体験の開催状況

九州地方整備局管内で維持・災害協定を締結している業者を対象に実施した無人化施工訓練にあわせて、ICT建機およ
び測量計器の説明ならびに実機体験を実施している
【開催時期及び開催場所】

①平成３０年１０月１６日～１９日（九州技術事務所）
②平成３０年１１月１３日～１５日（桜島・黒神川） ←H29より南ブロックでも開催

【開催内容】
 遠隔操縦式バックホウを用いて、直接目視操作 及び

直接目視＋モニター操作による遠隔操縦の操作訓練
 ICT建機及び測量計器の説明 及び実機体験
 働き方改革実践講習（三次元データ活用、書類作成の合理化等）

【参加者】
管内維持・災害協定業者、自治体職員、地整職員

【取材状況】
九技会場：RKB、毎日新聞社、建設新聞社、西日本建設新聞社、日刊建設工業新聞社
桜島会場：NHK、MBC、KKB、KTS、KYT、鹿児島建設新聞

【参加人数（速報）】
九技会場：432名
桜島会場：191名
計 ：623名

（H29：362名）

桜島会場：訓練状況

働き方改革実践講習会場

ICT関連機器説明会場

無人化施工訓練
ICT建機実機体験会場

九技会場：訓練状況

把持装置目視遠隔操作

ICT関連機器説明会場（手前側ブース）NHK取材対応

無人化施工訓練・ＩＣＴ建機体験
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【参加者の声】
⇒無人化になると二次災害防止になるので、どんどん主流になってほしい。
⇒体験型の研修は、講義と違い見て触って体験ができ、大変有意義な時間が過ごせた。
⇒今までの講習と違い，実際にパソコンを操作して実習するところが良かった。
⇒コントローラーに入れた力の予想以上に機械が動くので難しかった。
⇒現場の臨場感を感じられず、傾斜がどのくらいあるかが分かりづらく難しかった。

モニター方式操作状況

桜島会場

操作性向上に起因する今後の課題

目視による遠隔操作状況

RKBニュース

九技会場

↑ICT建機
（3DMC対応
ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ）

↓VR体験テレビ取材

無人化施工訓練・ＩＣＴ建機体験
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